














即使被偶尔使用，其数额也和 70 年代所指的数额“判若鸿沟”。例如，70 年
代中期，通常指“5.00 元”、“50.00 元”和“500.00 元”的“一只手”这一





































⑴ 例えば，胡明揚「上海話一百年来的若干変化」（『中国語文』1978 年第３期，1978 年３月），
宮田一郎「呉語，共通語の文法上の相違について」（『北陸大学紀要』第 13 号，1989 年，p.






























































――(6) ―― ―― ―― ―― ――
0.10 一毛里/一吊里 ―― ―― ―― ―― ――
1.00 一板兄/一超里 ―― ―― ―― ―― ――






















一本 ―― ―― ―― ――
5,000.00 ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― 一隻手







５万 ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― 一隻手
50万 ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― 一隻手






















純収入は 4,760.60元まで上昇し，1978 年の 133.60元の約 36倍になった。





























1978 133.60 343.40 ――(8) ――
1980 191.30 477.60 ―― 637.00
1985 397.60 739.10 ―― 1,075.00
1988 544.90 1,180.20 ―― 1,723.00
1989 601.50 1,373.90 ―― 1,976.00
1990 686.30 1,510.20 1,665.00 2,183.00
1991 708.60 1,700.60 2,003.00 2,486.00
1992 784.00 2,026.60 2,226.00 3,009.00
1993 921.60 2,577.40 2,727.00 4,277.00
1994 1,221.00 3,496.20 3,437.00 5,868.00
1995 1,577.70 4,283.00 4,246.00 7,172.00
1996 1,926.10 4,838.90 4,846.00 8,159.00
1997 2,090.10 5,160.30 5,277.00 8,439.00
1998 2,162.00 5,425.10 5,407.00 8,773.00
1999 2,210.30 5,854.00 5,481.00 10,932.00
2000 2,253.40 6,280.00 5,565.00 11,718.00
2001 2,366.40 6,859.60 5,850.00 12,883.00
2002 2,475.60 7,702.80 6,212.00 13,250.00
2003 2,622.20 8,472.20 6,658.00 14,867.00
2004 2,936.40 9,421.60 7,337.00 16,683.00
2005 3,254.90 10,493.00 8,342.00 18,645.00
2006 3,587.00 11,759.50 9,213.00 20,668.00
2007 4,140.40 13,785.80 10,222.00 23,623.00


















国統計出版社，2009 年，p. 152，p. 164），『中国情報バンドブック
















































































⑽ 今年６月に公開された CPIは 6.40％である。


















































































1986 年末の初期段階，1987 年１月-1990 年末の発育段階，1990 年 12 月以
降の発展向上段階である
(14)







。1986 年 10 月，上海市工商銀行信託部
門は，中国で初めての証券取引カウンターを開設し，株券と債券の譲渡売




























『上海証券年鑑』編輯部編『上海証券年鑑 1992』上海人民出版社，1992 年，p. 211。
⒂ 『上海証券年鑑 1992』前掲，p. 371。
⒃ 『上海証券年鑑 1992』前掲，p. 1。
⒄ 『上海証券年鑑 1992』前掲，p. 211。

































入する。②香港取引所で H 株（またはレッドチップ）を購入する。③ QFII（Qualified
Foreign Institutional Investorsの略）で A株を購入する。④シンガポール，ロンドン，東京
取引所で海外上場している中国株を購入する。（張志雄，高田勝己『中国株式市場の真実』ダ
イヤモンド社，2007 年，p. 254。）
⒇ 『上海証券年鑑 1992』前掲，p. 215。
 2001 年６月２日の「日経新聞」による。
 『上海証券年鑑 1992』前掲，p. 212。しかし，『上海統計年鑑 2009』（中華人民共和国上海市
統計局編，中国統計出版社，2009 年，p. 330）によると，1991 年，上海証券取引所の有価証
券（小切手，株券，船荷証券などを指す：虞注）のうち，A株の株券取引金額は８億元となっ
ている。この二つのデータに大きな誤差がある。
 『上海統計年鑑 2009』前掲，p. 330。




















市場値（億元） 比率（％） 戸数（万戸） 比率（％）
13,486.39 42.23 2,759.81 99.7634
10万元未満 4,800.67 15.03 2,508.05 90.6626
10-30万元 3,079.39 9.64 188.19 6.8028
30-100万元 2,585.94 8.10 52.19 1.8867
100-300万元 1,463.11 4.58 9.28 0.3356
300-1,000万元 864.36 2.71 1.80 0.0652
1,000万元以上 692.93 2.17 0.29 0.0105
一般法人 10,066.64 31.52 4.40 0.1590
専門機構 8,380.21 26.24 2.14 0.0776



















総数 個人 機構 総数 個人 機構 総数 個人 機構
1992 111.2 110.5 0.7 111.2 110.2 0.7 0.0 0.0 0.0
1993 423.5 421.9 1.6 422.5 421.1 1.4 1.0 0.8 0.2
1994 574.9 572.6 2.3 573.0 571.0 2.0 1.9 1.6 0.3
1995 685.2 682.3 2.9 682.5 680.0 2.5 2.7 2.3 0.4
1996 1,207.9 1,204.1 3.8 1,203.3 1,200.0 3.3 4.6 4.1 0.5
1997 1,713.3 1,708.1 5.2 1,706.8 1,702.2 4.6 6.5 5.9 0.6
1998 1,999.4 1,993.1 6.3 1,991.6 1,986.1 5.6 7.8 7.1 0.7
1999 2,281.1 2,272.8 8.3 2,272.2 2,264.7 7.6 8.9 8.1 0.8
2000 2,957.8 2,944.9 13.0 2,943.3 2,931.2 12.1 14.5 13.7 0.8
2001 3,419.8 3,403.1 16.8 3,326.9 3,311.1 15.9 92.9 92.0 0.9
2002 3,556.0 3,536.9 19.1 3,459.5 3,441.4 18.1 96.4 95.5 1.0
2003 3,632.1 3,612.1 20.0 3,534.0 3,535.1 19.0 98.1 97.1 1.0
2004 3,703.1 3,682.4 20.7 3,603.7 3,584.2 19.5 99.4 98.2 1.1
2005 3,747.9 3,726.6 21.3 3,648.1 3,628.0 20.1 99.9 98.6 1.2
2006 3,901.5 3,878.8 22.8 3,799.9 3,778.5 21.4 101.6 100.3 1.3
2007 5,817.0 5,788.2 28.8 5,673.2 5,645.9 27.3 143.8 142.4 1.5










年齢 30歳未満 30代 40代 50代 60歳以上
人数（万人） 1,943.63 2,075.19 1,252.65 523.94 328.54














人数（万人） 1,888.35 1,482.62 1,489.64 757.15 250.80



























































































































































( 阮恒輝，呉継平『上海市井閑話』上海辞書出版社，2009 年，p. 144-154。『上海話大詞典』
前掲，p. 29-30。
た。
「お金の俗称」は 1970 年代のピークを迎えた後，その数および使用頻度
が徐々に減り，2000 年以降には，とうとう 5,000.00元以上の金額しか俗称
で言わなくなった。上海市民は目まぐるしい経済発展に追われて，不動産
価格の高騰，過激な物価上昇などの外部要因で，人々は以前のようにお金
に対する俗称をあまり使わなくなった。筆者はこの現象を，庶民生活から
の「上海方言の乖離」と呼ぶ。
他方，一部旧上海の株券用語および 1980 年代初期に流行っていたが，そ
の後，しばらくの間にはあまり使われなくなった用語は，1990 年代以降，
株式市場の繁栄によって，再び使われるようになった。近年，株式市場が
発展するにつれて，一部株式市場で使われている用語が上海市民の日常生
活に浸透し，特に婚姻の関係を表すときにしばしば応用されるようになっ
た。株券用語に関する知識がなければ，時には上海市民同士の会話につい
ていけなくなる傾向が見られる。
上海方言はこれからも中国経済と共に密接に連関し，市民生活水準の高
まり，生活スタイルの多様性に応じて，絶えず変化していくのであろう。
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